
日
ト
ル
コ
経
済
関
係
の
拡
大
・
深
化
に

向
け
て
多
面
的
な
議
論
を
展
開

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
２
０
１
４
年
12
月
に
交

渉
が
開
始
さ
れ
た
日
ト
ル
コ
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）や
対
ト
ル
コ
直
接
投
資
の
拡
大
に
向
け
た
課
題
、

日
本
と
ト
ル
コ
に
お
け
る
投
資
機
会
、
二
国
間
経
済

関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
制
度
上
の
課
題
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
つ
き
具
体
的
な
意
見
を
交
わ
し

た
。
特
に
ト
ル
コ
側
か
ら
は
、
ト
ル
コ
が
す
で
に
締

結
済
み
の
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）を
活
用
し
て
日

本
企
業
が
さ
ら
な
る
市
場
拡
大
を
図
る
た
め
に
も
、

日
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
加
速
が
必
要
、
と
の
強
い

意
欲
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
経
団
連
側
か

ら
も
、
生
産
・
輸
出
基
地
と
し
て
の
ト
ル
コ
の
競
争

力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ト
ル
コ
へ
の
直
接
投
資

の
さ
ら
な
る
拡
大
お
よ
び
、
す
で
に
ト
ル
コ
と
の
間

で
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
や
韓
国
な
ど
と
の

競
争
条
件
に
劣
後
し
な
い
た
め
、
包
括
的
で
質
の
高

い
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
締
結
が
不
可
欠
、
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
た
。
個
別
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
ト
ル
コ
で
展
開
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
紹

介
さ
れ
、
豊
富
で
若
く
、
か
つ
勤
勉
な
労
働
力
の
優

位
性
と
い
っ
た
製
造
拠
点
と
し
て
の
ト
ル
コ
の
魅
力

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

続
く
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の
有
望
産
業

分
野
を
中
心
と
し
た
個
別
の
取
り
組
み
事
例
が
紹
介

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
製
鉄
分
野
に
お
け
る
脱
炭

素
の
取
り
組
み
、
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
航
空
路

線
の
拡
充
、
工
場
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
、

さ
ら
に
は
、
第
三
国
に
お
け
る
両
国
企
業
の
連
携
の

約
８
５
０
０
万
に
上
る
人
口
と
生
産
性
の
高
い
豊

富
な
若
年
労
働
力
を
有
し
、
欧
州
・
中
央
ア
ジ
ア
・

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ
の
結
節
点
に
位
置
す
る

ト
ル
コ
は
、
消
費
市
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
第
三

国
へ
の
輸
出
を
視
野
に
入
れ
た
製
造
拠
点
と
し
て
も
、

日
本
に
と
っ
て
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。
国
際
情
勢
が
不
安
定
さ
を
増
し
、
先
行

き
の
見
通
し
が
難
し
く
な
る
中
、
１
０
０
年
に
及
ぶ

友
好
の
歴
史
を
共
有
す
る
日
本
と
ト
ル
コ
は
、
ル
ー

ル
に
基
づ
く
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の

再
構
築
に
向
け
て
、
さ
ら
に
連
携
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

ト
ル
コ
と
日
本
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
た
め
、

経
団
連
の
日
本
ト
ル
コ
経
済
委
員
会
と
ト
ル
コ
海
外

経
済
評
議
会（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
）ト
ル
コ
日
本
経
済
委
員
会

は
、
１
９
８
７
年
以
来
、
相
互
に
行
き
来
し
、
合
同

経
済
委
員
会
を
重
ね
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
２
０
１
９
年
の
東
京

で
の
会
合
後
は
直
接
の
往
来
が
滞
っ
て
い
た
。
今
般
、

10
月
10
～
11
日
に
、
４
年
ぶ
り
に
ト
ル
コ
・
イ
ズ
ミ

ル
に
て
第
26
回
日
本
ト
ル
コ
合
同
経
済
委
員
会
を
開

催
し
た
。

今
次
会
合
で
は
、
マ
フ
メ
ッ
ト
・
グ
ル
ジ
ャ
ン
ト

ル
コ
貿
易
省
副
大
臣
、
ベ
キ
ル
・
ポ
ラ
ッ
ト
ト
ル
コ

大
統
領
府
投
資
局
副
総
裁
、
勝
亦
孝
彦
駐
ト
ル
コ
日

本
大
使
、
笠
原
謙
一
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
総
領
事
、

杉
浦
正
俊
経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
審
議
官
を
来
賓

に
迎
え
、
日
本
・
ト
ル
コ
双
方
の
関
係
者
約
２
０
０

人
の
参
加
の
も
と
、
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ

た
。
以
下
、
同
会
合
の
模
様
を
振
り
返
る
。

漆
うるま
間 啓

けい
日本トルコ経済委員長
三菱電機社長

満
みつおか
岡次

つぎお
郎

審議員会副議長
日本トルコ経済委員長
ＩＨＩ会長

日トルコ経済関係の
拡大と深化に向けて
─イズミルで４年ぶりに

日本トルコ合同経済
委員会を開催

報
告

482023・12
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パネルディスカッションの模様

震
と
い
う
両
国
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
に
対
し
、
現

在
進
行
中
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
減
災
技
術
を
備

え
た
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
今
後
も

両
国
が
協
力
し
て
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
分
野
で

あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
け
る
事
例
も
共
有
し

な
が
ら
、
ト
ル
コ
の
復
旧
・
復
興
を
促
進
す
る
た
め

の
具
体
的
な
方
策
が
検
討
さ
れ
、
将
来
を
展
望
す
る

前
向
き
な
議
論
と
な
っ
た
。

今
次
会
合
の
成
果
を
踏
ま
え
た

今
後
の
取
り
組
み

経
団
連
と
し
て
５
年
ぶ
り
と
な
っ
た
ト
ル
コ
訪
問

は
、
同
国
の
官
民
や
メ
デ
ィ
ア
等
の
広
範
な
関
心
を

集
め
、
親
日
的
な
同
国
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
、
現
地
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
視

察
を
活
用
し
た
交
流
も
活
況

を
呈
し
た
。

共
同
議
長
と
し
て
今
般
の

会
合
の
成
果
を
総
括
す
る
と
、

①
両
国
経
済
界
共
通
の
要
望

と
し
て
、
包
括
的
か
つ
高
水

準
の
日
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早

期
実
現
を
改
め
て
ワ
ン
ボ
イ

ス
で
発
信
で
き
た
こ
と
、
②

ア
フ
リ
カ
・
中
央
ア
ジ
ア
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
第
三
国
へ

の
進
出
に
向
け
た
互
恵
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
協
力
の
具
体
的
な

可
能
性
を
実
感
で
き
た
こ
と
、

③
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
の
意

見
交
換
が
実
現
し
、
ト
ル
コ
官
民
と
の
人
的
交
流
を

強
化
で
き
た
こ
と

─
と
い
っ
た
点
に
、
特
筆
す

べ
き
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

会
合
に
加
え
て
、
公
式
行
事
と
し
て
、
サ
グ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
マ
グ
ロ
養
殖
場
の
ほ
か
、
イ
ズ
ミ
ル
近

郊
の
マ
ニ
サ
工
業
団
地
に
あ
る
三
菱
電
機
の
エ
ア
コ

ン
工
場
、V

estel

の
電
子
部
品
製
造
工
場
、Inci

GS
Y
uasa

の
バ
ッ
テ
リ
ー
工
場
を
視
察
し
た
。
サ

グ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
養
殖
マ
グ
ロ
は
、
そ
の
多
く
が

日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
ト
ル
コ
へ

の
親
近
感
を
一
層
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ジ
ア
の
東
端
に
位
置
す
る
日
本
が
世
界
の
自
由

貿
易
を
牽
引
す
る
一
方
、
ア
ジ
ア
の
西
端
を
に
ら
む

ト
ル
コ
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
税
同
盟
を
は
じ
め
、
中

東
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
数
多
く
締
結

し
、
自
由
貿
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
よ
う
し

て
い
る
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
ー

タ
が
自
由
か
つ
円
滑
に
日
ト
ル
コ
両
国
間
を
移
動
で

き
る
よ
う
な
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
締
結
さ
れ
た
暁
に
は
、
互
い

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
存
分
に
活
用

し
て
、
よ
り
戦
略
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
可
能
に
な

る
も
の
と
考
え
る
。

２
０
２
４
年
は
、
日
本
と
ト
ル
コ
が
外
交
関
係
を

樹
立
し
て
１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

東
京
で
開
催
す
る
予
定
の
次
回
会
合
で
は
、
二
国
間

経
済
関
係
の
拡
大
と
深
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
歴

史
に
残
る
成
果
を
得
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
、
経
団
連
で
は
引
き
続
き
、
包
括
的
で
質
の
高

い
日
ト
ル
コ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
締
結
を
関
係
方
面
に
働

き
か
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

可
能
性
な
ど
、
分
野
横
断
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
両
国
の
互
恵
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
ト
ル
コ
側
は
と
り
わ
け
、
長
年
の
経
験

と
強
み
を
有
す
る
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
の
共
同
進
出
や
、

気
候
変
動
な
ど
国
際
課
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
協
働

に
強
い
関
心
を
示
し
た
。
経
団
連
側
は
、
ト
ル
コ
の

地
理
的
優
位
性
に
着
目
し
、
従
来
の
製
造
拠
点
と
し

て
の
魅
力
に
加
え
、
輸
出
の
ハ
ブ
に
な
り
得
る
可
能

性
を
持
つ
ト
ル
コ
に
お
い
て
、
日
本
の
技
術
を
掛
け

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
市
場
競
争
力
の
高
い
製
品

を
生
み
出
せ
る
と
の
期
待
を
示
し
た
。

最
後
の
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
３
年
２

月
に
発
生
し
た
ト
ル
コ
南
東
部
で
の
巨
大
地
震
か
ら

の
復
興
に
向
け
た
、
日
本
の
官
民
が
関
わ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
両
国
間
の
技
術
協
力
を
取
り
上
げ
た
。
地
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